
ニューエイジ CEO（人間の知識）
他の人と共有してください

過去 ��年間で読んだ ��～�� 冊の本のうち、
技術書を除いた ��冊の選定は、あなたや家族、
職場でのリーダーシップにとって必須です。
これらは非常に応用可能なスキルであり、選
んだどの役割でも非常に成功し、素晴らしい
人間関係と結婚を築くことができます。

ジョン・マックスウェルによる「Everyone Communicates, Few Connect」

詳細デッキ : ジョン・マックスウェルによる「Everyone Communicates, Few Connect」

スライド �: タイトルスライド タイトル : Everyone Communicates, Few Connect 著者 : John C.
マクスウェルのサブタイトル : 成功者が行っている違い イメージ : マクスウェルの 
写真またはコミュニケーショングラフィック 

スライド �: コアメッセージ メインポイント : コミュニケーションは 
つながりとは異なる キークォート : 「つながることは、人と共感し、 
影響力を高める方法で関係を築く能力です。」 

スライド �: つながりの � つの原則 つながりはあらゆる場面で影響力を増す 
つながりは他者を中心に つながりは言葉を超える 
つながりを持続するにはエネルギーが必要です。才能よりもスキルが重要です。

スライド �: 原則 � - つながりによる影響力 つながりを持つ人は皆
リーダーシップと影響力を高めます。人々はつながりを感じないと、あなたに従いません。
つながりを感じないと、人々はあなたに従い
ません。

スライド �: 原則 � - 他者に焦点を当てる 会話で「私」から「あなた」へとシフトする。
他者の考えや感情、価値に真剣に関心を持つこと。



スライド �: 原則 � ‒ 言葉を超えて �‒��‒�� のルール : 言葉は �%、声のトーンは ��%
声のトーンは ��%、ボディーランゲージは ��% 表情、姿勢、視線を使って
本物らしさを伝えましょう。

スライド �: 原則 � ‒ エネルギーが必要 接続には努力と意識が必要です。
準備し、観察し、動的に応答しましょう。

スライド �: 原則 � ‒ 才能よりもスキル より良く接続する方法を学べます。練習により
接続が自然になります。

スライド �: 接続の � つの実践 共通の基盤を見つけましょう。
シンプルにするための困難な作業を行う 接続者は
みんなが楽しめる経験を創造する インスピレーションを与える 接続者は伝えたことを実行する
彼らはコミュニケーションします

スライド ��: 実践 � ‒ 共通の基盤 共有する興味や経験を見つけましょう。質問をして
共通点を見つけ出しましょう。

スライド ��: 実践 � ‒ シンプルさを保つ 明快さが重要です。簡潔で明瞭な言葉を使いましょう。
専門用語や過度な説明を避けましょう。

スライド ��: 実践 � ‒ 楽しい体験 魅力的で思いやりを持ちましょう。物語やユーモアを使って
感情的なつながりを築きましょう。

スライド ��: 実践 � ‒ 人々を鼓舞する 自分の情熱を共有しましょう。他者を信じ、励ましましょう。
より良い未来のビジョンを描きましょう。

スライド ��: 実践 � ‒ 体現する 誠実で一貫性を持ちましょう。言葉を行動で裏付けましょう。
行動で裏付けること。  

スライド ��: 一対一、グループ、観衆との関係構築 一対一の場合 : 
よく聞き、共感を示す。グループ : 意見を求め、エネルギーを読み取る。観衆 : 
物語と視覚的ヒントを活用してメッセージを強調する。  

スライド ��: 関係構築の障害 自己中心的な態度 準備不足 不十分な 
聞く力 言葉とボディランゲージの不一致 スライド 

 スライド ��: 最後の考え まとめ : みんな話すが、接続する人は少ない。導くために、影響力を持ち、 
強い関係を築くには、関係構築の技術を習得すること。 



 スライド ��: 反省の質問 より良い関係を築くために誰と繋がるべきか？何を 
もっと魅力的になるためにどんな習慣を取り入れられるか？どのようにしてより 
共感と誠実さを持ってコミュニケーションを取ること
ができるか？ 

ジョン・マクスウェルの「人を勝たせる �� の方法」 
「人を勝たせる �� の方法」ジョン・マクスウェルとレス・パロット著。この本は、

ポジティブな関係を築くための実践的な戦略が詰まっています。以下は、スライド
ごとの構成です： プレゼンタイトル：人を勝たせる �� の方法 サブタイトル：持続
する影響力とつながりの秘密を解き明かす 著者 : ジョン・C・マクスウェル & レス・
パロット  

スライド �: はじめに 本の概要 人との関係で勝利することの重要
性 リーダーシップと人間関係における著者の専門性  
スライド �: � ‒ 自分自身から始める 自己認識と個人的成長に取り
組む 他者はあなたの誠実さに応じるでしょう 
スライド �: � ‒ �� 秒ルールを実践する 会話の最初の �� 秒で励まし
の言葉を述べる 他者が価値を感じるようにすることに集中する 

スライド �: � ‒ 人々にあなたが彼らを必要としていることを伝え
る 他者の貢献を認める 彼らの独自の価値に感謝を示す 
スライド �: � ‒ 思い出を作り、それを頻繁に訪れる 誰かのために
記憶に残ることをする それを再訪し、つながりを強化する 
スライド �: � ‒ 人前で人を褒める 自尊心を高め、関係を強固にする 
公の賞賛は力強い 

スライド �: � ‒ 他者に守るべき評判を与える 彼らの可能性に語りかけ
る 人々があなたの期待に応える助けとなる 
スライド �: � ‒ 適切なタイミングで適切な言葉をかける 思慮深く、タ
イミングの良い励ましは、大変な時期に誰かを支えることができます  

スライド �: � ‒ 他人の夢を応援する 彼らの目標や情熱について尋
ね、未来へのビジョンを支援します 
スライド ��: � ‒ クレジットを譲る 成功を独り占めせず、貢献した人々を高めましょう  

スライド ��: �� ‒ 最高を提供すること 人々は卓越性と努力を評価し
ます 関係において最善を尽くし、完全に存在感を示しましょう 



スライド ��: �� ‒ 誰かと秘密を共有する 信頼と親密さを築きます 
大切で参加していると感じさせます 
スライド ��: �� ‒ 良意の黄金を掘り起こす 前向きな意図を仮定す
る 他者の心を重視し、行動だけに注目しない 
スライド ��: �� ‒ 鏡を見ない 他者に焦点を当て、自分中心にならな
い 奉仕することに目を向け、奉仕されることを求めない 
スライド ��: �� ‒ 他の人ができないことをする 思いやりを持って介
入する 真の奉仕は永続的な絆を生み出します 
スライド ��: �� ‒ 心で聞く 言葉を超えて 感情とニーズに耳を傾ける 

スライド ��: �� ‒ ハートの鍵を見つける 何がその人を動かすの
かを知り、つながりをカスタマイズする  
スライド ��: �� ‒ 最初に手を差し伸べる 助けの手を積極的に差
し伸べることで、好意と相互の尊敬を築く  
スライド ��: �� ‒ 人々に価値を加える 「どのようにして彼らの生活
を良くできるか？」と問いかける 小さな親切が重要  
スライド ��: �� ‒ 人のストーリーを覚える 名前、物語、夢を覚えている
ことで、関心を示す 人々は自分が見られ、聞かれていると感じる  

スライド ��: �� ‒ 良いストーリーを語る 個人的な経験を共有して、イン
スピレーションを与えたり教えたりする 会話を記憶に残るものにする  

スライド ��: �� ‒ 見返りを求めずに与える 操作を避ける 真の贈り物は
何も期待しない  

スライド ��: �� ‒ 彼らの言語を学ぶ 彼らの価値観や個性に共鳴
する方法で話す 感情的知性が鍵 
 スライド ��: �� ‒ 話しやすい人になる エネルギー、ユーモア、
共感を持つ 会話を軽やかでポジティブに、そして魅力的にする  

スライド ��: �� ‒ 人の強みを指摘する 彼らの才能を際立たせる 自信
と自己価値を強化する  
スライド ��: �� ‒ 人々を勝たせる 彼らの成功を祝う 応援者としてサポート
する スライド ��: まとめ ‒ 人との勝利の心 それは真の思いやり、持続的な
励まし、意図的な行動に関するもの 関係は、人々が感じるときに栄える 



�: 自尊心は日々の実践 自尊心は天賦の才や固定された特性ではなく、日々の習慣を通じて得
られるものです。勇気、誠実さ、生産性、そして自己尊重の行動を通じて成長します。「自分
の心を信じ、自分が幸せに値するということを知ることが自尊心の本質である。」 ‒ ブランデ
ン  

スライド ��: 最後の考え 自尊心は精神的、感情的、社会的健康の基盤です。その心理
を理解することで、より強い自分たちとコミュニティを築くことができます。まずは
意識を持ち、目的を持って行動し、誠実に生きることから始めましょう。 

自尊心の心理学 ‒ ナサニエル・ブランデン 
「自尊心の心理学」に関する詳細なプレゼンテーションデッキのアウ

トラインです。これは、ナサニエル・ブランデンの影響力のある研究
と基本的な心理学の原則に触発された内容です。このバージョンは、
明確で深みがあり、実用的な理解を提供するように構成されています。
デッキタイトル : 自尊心の心理学 人間の価値と尊厳の科学を理解する  

スライド �: 導入 自尊心とは何か？自尊心は自己の価値に対する全般
的な評価です。これは私たちの思考、感情、動機、行動に影響を与え
ます。重要性 : 自分自身や他者、世界との関わり方を形成します。 

スライド �: 核心的な定義 ネイサン・ブランデンの定義：「自尊心とは、人生
の基本的な挑戦に対処する能力を持つこと、そして幸せに値する者であると
感じることの性向です。」� つの要素 : 自己効力感 - 思考し、効果的に行動す
る能力への自信 自尊心 - 幸せになり、尊厳を持って生きる権利への自信 

スライド �: 自尊心の起源 幼少期に始まる : 親の愛、支援、承認 
成功、独立の経験 影響を受ける要因 : 家族のダイナミクス 社会
的交流 教育、メディア、文化 
スライド �: 意識の役割 自尊心は意識と意思的な意識に根ざしています。
私たちは人生に積極的に関与し、考え、選択し、行動する必要があります。
意識的であるほど、自尊心をコントロールする力が増します。 

スライド �: 内なる対話 自尊心は私たちの内面的な会話によって形作られます。
励ましと非難の自己対話 「これを乗り越えられる」や「価値がない」と
いった考え 自己対話を変えることで、自尊心も時間とともに変わります。

スライド �: 健康的な自尊心と不健康な自尊心 健康的 : 現実に根ざし、
柔軟で回復力があり、成長とつながりをサポート 不健康 : 過大また
は過小評価、承認や成果に依存し、拒絶や失敗に脆弱



スライド �: 自尊心の影響 感情の健康 : ストレスに対する高い回復力 不
安や鬱のリスクの低減 行動の結果 : リスクを取る意欲 主導権とリーダ
ーシップ 人間関係 : より良い境界線 誠実なコミュニケーション  

スライド �: 自尊心を育む実践 自己認識 : ジャーナリング、反省 
正直な生き方 : 価値と行動の一致 目標設定 : 明確な目的と進捗 ア
ファーメーション : 現実に基づいたポジティブな自己声明 責任 : 
選択と結果を受け入れる 
スライド �: 自尊心は実践である それは贈り物でも固定された特性でもなく、
日々の習慣を通じて得られるものです。勇気、誠実さ、生産性、そして自己尊
重の一つ一つの行動によって成長します。 『自分の心を信じ、自分が幸せに値す
ることを知ることが自尊心の本質である』 - ブランデン スライド ��: 最後の考え 
自尊心は精神的、感情的、社会的な健康の基盤です。その心理学を理解するこ
とで、より強い自己とコミュニティを築くことができます。意識から始める。
目的を持って行動する。誠実に生きる。 

男は火星から、女は金星から ‒ ジョン・グレイ
ジョン・グレイによる「男は火星から、女は金星から」に関する詳細なデッキで
す。これは、男性と女性の心理的および感情的な違いを説明する関係の古典です。
デッキ : 男は火星から、女は金星から ジョン・グレイ博士による

スライド �: 概要 著者 : ジョン・グレイ博士 メインテーマ : 男性と
女性はコミュニケーション、ストレスの対処法、愛の求め方で根
本的に異なる。目的 : 性差を否定するのではなく、尊重すること
で関係の理解を深める。対象 : カップル、セラピスト、関係コーチ。
スライド �: 火星人と金星人のメタファー 男性（火星人）：成果、
独立性、解決策を重視。女性（金星人）：つながり、育成、共感を
重視。異なる惑星から来て、異なる感情の言語を話していた。愛
によって地球で一緒になったが、違いを忘れてしまった。 

スライド �: ストレス対処の違い 男性：問題を個別に解決するため
に「洞窟」に引きこもる。女性：問題について話し、聞いてもら
うことで気分が良くなる。誤解が生じると、恨みや混乱を招く。

スライド �: コミュニケーションスタイル 男性：情報を伝えたり問題を解決するために
コミュニケーションする。女性：感情を表現し、感情的につながるためにコミュニケー
ションする。解決策：男性は修正せずに聞くことを学び、女性は沈黙を尊重することを
学ぶ。



 スライド �: 異なるニーズによるモチベーション 男性 : 必要とされ、信頼され
ることでやる気が出る。女性 : 大切にされ、理解されることでやる気が出る。
核心の考え : お互いを変えようとせず、自然を尊重し支え合うこと。 

スライド �: 点の付け方の違い 女性 : 多くの小さな愛のジェスチャ
ーを重視する。男性 : 大きなジェスチャーがより多くの点を得ると
思う。現実 : 女性の感情的な得点では、すべての愛の行動が � 点。 
スライド �: 愛のタンクのコンセプト 両方のパートナーには感情的な
愛のタンクがある。タンクを満たすこと = 感情的なニーズを一貫し
て満たすこと。タンクが空になると誤解や疎遠が生じる。
スライド �: 支援を求める 女性が尋ねると、男性は待つか批判されていると感じるこ
とが多い。女性は明確で無理のない要求を使うべき。最良のフレーズ : 「ご協力いただ
けますか？」避けるべき : 「あなたはいつも…」や「どうしてできないの…」

スライド �: ゴムバンド理論（男性） 男性は定期的に自立心を取り戻すた
めに距離を置くことがあります。これは拒絶ではなく、感情のリセット
です。女性は追いかけず、再接続のためのスペースを与えましょう。 

スライド ��: 波理論（女性） 女性は感情の「波」を経験します — 
高まりと低下です。低下時には助言ではなく、感情的なサポート
が必要です。男性は感情を認め、辛抱強く接しましょう。 
スライド ��: 感情的ニーズ 男性の主なニーズ：信頼 受容 感謝 賞
賛 承認 励まし 女性の主なニーズ：思いやり 理解 尊重 献身 承認 
安心感 
スライド ��: 紛争の癒し 責めるのを避け、前向きな意図を持ちましょう。「私は～と感じる」という表現を使い、

「あなたが～させる」よりも感情を伝えましょう。失敗を話し合う前に、ニーズを満たす努力を示しましょう。 

スライド ��: ��/�� ルール 自分が与えられる ��% に集中し、足りない ��% にとらわれない
ようにしましょう。愛を育む責任はお互いにあります。完璧を求めると失望のもとになります。  

スライド ��: 日常生活での応用 共感を実践し、相手の立場に立っ
て考えましょう。邪魔されない時間を設けて話をしましょう。違
いを祝福し、争うのではなく受け入れましょう。  
スライド ��: 結論 男性と女性は異なる特性を持っていますが、それは優劣ではありませ
ん。これらの違いを理解し、適応することが鍵です。相互の尊重、コミュニケーション、
努力が持続する愛を築きます。「お互いを変えようとせず、一緒に成長しよう。」 



タイプトーク‒ オットー・クローガーとジャネット・テューセン 

オットー・クローガーとジャネット・M・テューセンによる「タイプトーク」の
詳細デッキです。これはマイヤーズ・ブリッグス・タイプ・インディケーター

（MBTI）を探求し、性格タイプがコミュニケーション、仕事、関係にどのように
影響を与えるかを説明します。タイプトーク ‒ 詳細デッキ オットー・クローガー
＆ジャネット・M・テューセンによる 

�. タイプトークの導入 目的 : MBTI を性格の違いを理解するためのツー
ルとして説明します。目標 : 心理タイプを通じてコミュニケーション、
チームワーク、自己認識を向上させること。基礎 : カール・ユングの
心理タイプ理論をイザベル・ブリッグス・マイヤーズが適応したもの。 

 �. MBTI の � 次元 各人は � つの二分法における好みを持ち、�� の独自の
性格タイプが生まれます。 �. エネルギーの源 (E/I): 外向性 (E): 外の世界
に焦点を当て、行動指向。 内向性 (I): 内なる世界に焦点を当て、思考指向。 
�. 情報収集 (S/N): 感覚 (S): 事実、詳細、実用性に焦点。 直感 (N): パター
ン、可能性、大局に焦点。 �. 意思決定 (T/F): 思考 (T): 論理的、客観的、
批判的。 感情 (F): 個人的価値観、共感、調和。 �. 生活構造 (J/P): 判断 
(J): 整理された、計画的、決断力。 知覚 (P): 柔軟性、即興性、適応力。 

�. MBTI の �� タイプ 各タイプは � つの好みの独自の組み合わせです（例：
ISTJ、ENFP など）。 例 : ISTJ（「検査官」）：実用的、組織的、信頼性が高い。 
ENFP（「インスパイラー」）：エネルギッシュ、創造的、人間中心。 

�. タイプトークの基本原則 どのタイプも優れているわけではない : 各タイプには強みと盲
点があります。 タイプ ≠ 行動 : 能力ではなく好みに関するものです。 成長は意識から来
る : 自分のタイプと他人のタイプを理解することで、対立を減らし、協力を増やします。 

�. タイプ別コミュニケーションスタイル 外向性 : 話して考える、表現力豊
か、言葉による交流が必要。 内向性 : 考えて話す、内省的、書面または �
対 � を好む。 センサー : 具体的な事実、詳細、現実主義を求める。 直感型 : 
概念、革新、可能性を求める。 思考型 : 論理と公平さを重視する。 感情型 : 
調和と人間関係を重視する。 判断型 : 構造と決定を好む。 認知型 : 選択肢と
自発性を好む。 
 �. 職場におけるタイプの理解 タイプを理解することは、チームビルディング、
リーダーシップ開発、紛争解決、キャリア計画、カスタマーサービスに役立
つ。 例 : ESFJ は、構造化された人間関係を重視する環境で活躍する。 INTP は、
自主性があり、アイデアに基づいたプロジェクトを好む。 



�. タイプとストレス ストレス下では、人々は自分の非優先機能に移行しがちです。
これにより、対立、混乱、誤解が生じます。例 : ESTJ はストレス下で硬直的で攻
撃的になるかもしれません。INFP は引きこもり、過敏になるかもしれません。

�. タイプで関係を改善する 違いを認識する : 判断をやめて、価値を認める。コミ
ュニケーションを柔軟に : 他者の好みに合わせてアプローチを調整する。成長
マインドセット : すべてのタイプは、非優先領域に伸びることができます。

�. MBTI と個人的成長 タイプを出発点として使い、枠にとらわれない。
タイプ認識を通じて感情知能を育てる。自分の好みが意思決定、関
係、対立にどのように影響するかを考察する。
��.要約とポイント タイプ ≠ 運命 : 理解するためのレンズであって、限界
ではない。自己を知る : タイプの認識は自信と成長を促します。他者
を知る : 異なる視点を理解することで共感が生まれます。活用が鍵 : 
タイプの知識を使って、より良いチーム、会話、生活を築きましょう。

私たち自身以外 ‒ ナオミ・クエンク
こちらはナオミ・クエンクによる『私たち自身以外 : 日常生活における隠された人格』
の詳細なデッキです。この作品は、MBTI（マイヤーズ・ブリッグス・タイプ指標）の
枠組みを通して、ストレス下での私たちの行動を探ります : デッキ : 「私たち自身以外」
ナオミ・クエンク

�.本の概要 著者 : ナオミ・L・クエンク 焦点 : マイヤーズ・ブリッグスの
類型学における劣勢機能を探る。テーマ : ストレス下で私たちの人格が
どのように変化するか、そしてなぜ「私たち自身以外」として振る舞うか。

�. MBTI フレームワークの確認 各個人は �� の MBTI タイプのいずれかであり、
以下の好みに基づいています：E/I（外向 / 内向）S/N（感覚 / 直観）T/F（思
考 / 感情）J/P（判断 / 知覚）優勢機能：世界に対処するための基本的な方
法。劣勢機能：最も未発達で無意識的なもので、ストレス下で活性化します。 

�. 劣勢機能とは何か？ 優勢機能の「反対」であり、ストレスや疲労時
に現れます。特徴的でない、突発的または感情的な行動を引き起こし
ます。例：INTJ（優勢内向直観）はストレス時に外向感覚を示し、衝
動的、贅沢にふける、または過度に刺激を受けることがあります。 

�. 劣勢機能の引き金 疲労、対立、重大な人生の転換期。脅威を感じ
る、評価されない、または制御不能な状況。優勢または補助機能
を効果的に使用できないこと。 



�.タイプ別ストレス反応 MBTI タイプ優勢劣勢ストレス反応 ISTJSiNe
不安、悲観的思考 ENFPNeSi 事実への固執、視野狭窄 INFJNiSe 過度
の享受、周囲への過敏さ ESTPSeNi 妄想、運命論的思考 INTPTiFe 感
情の爆発、過敏性 ESFJFeTi 冷淡な切り離し、過度の批判 INTJNiSe 衝
動的、無謀な行動 ISFPFiTe 堅固なコントロール、爆発的反応

 �. 「劣勢による自己喪失」この行動に困惑や恥ずかしさを感じることが多
いです。対人関係の摩擦や後悔につながる可能性があります。パターン
を認識することでコントロールを取り戻す手助けとなります。
�.意識を通じた成長 劣勢機能を自己の一部として受け入れます。抑え込
まず、時間をかけて統合します。ストレス反応を自己ケアと反省の合
図として利用します。トリガーに対する感情知性を育てます。

�. 実践的な応用 個人の成長 : 無意識のパターンを認識し、管理する。 
人間関係 : 他人が「普段とは異なる」行動をする理由を理解する。 
職場 : 燃え尽き症候群を防ぎ、チームの誤解を避ける。 セラピー /
コーチング : ストレス行動に基づいて介入を調整するのに役立つ。 

�. クエンクの貢献 MBTI タイプのストレス状態の理解を先駆けた。 
自身や他者の「最悪の瞬間」に対する思いやりを促進した。 タ
イプコミュニティ内で心理的洞察を深めた。 
��. キー引用 「劣等機能は、私たちの内なる生活の核心にあり ... 無
意識への扉である。」 
フェイリング・フォワード ‒ ジョン・マクスウェル 

こちらはジョン・C・マクスウェルによる「フェイリング・フォワード : 失敗を成功への
ステップに変える」の詳細なプレゼンテーション用デッキの要約です : フェイリング・フ
ォワード 著者 : ジョン・C・マクスウェル サブタイトル : 失敗を成功へのステップに変え
る 

スライド �: フェイリング・フォワードの紹介 コアメッセージ
: 成功する人々は失敗から学び、逃げない。 メインの前提 : 平均
的な人と達成する人の違いは、失敗への認識と対応にある。 目
的 : 失敗を成長の機会として捉える心構えを持つ。 
スライド �: 失敗の神話 失敗は避けられない イベントではない 目的ではな
い 敵ではない 不可逆ではない 真実 : 失敗は学習プロセスの一部である。 



スライド �: キー原則 #� — 失敗を再定義する あきらめない限り、あなたは失敗者ではあ
りません。失敗を敗北ではなく、フィードバックとして捉えましょう。再考 : 「私は失敗
していません。うまくいかない方法を � 万通り見つけただけです。」 — トーマス・エジソ
ン

スライド �: キー原則 #� — 拒絶を拒む 失敗を内面化しないでください。あなたはあなた
の過ちではありません。健全な自己価値観があれば、立ち直ることができます。

スライド �: キー原則 #� — すべての失敗から学ぶ 自問 : 何を学んだか？どう成
長できるか？何を変えるべきか？失敗は最高の教師です—学ぶ意欲があれば。

スライド �: キー原則 #� — 反応を変える 重要なのは出来事ではなく、
あなたの反応です。選択 : 責任を選び、責任転嫁を避ける 行動を選び、
回避を避ける 成功する人は結果を受け入れ、調整します。

スライド �: キー原則 #� — 責任を取る 失敗を受け入れ、所有権を持ちまし
ょう。言い訳や指摘、否認を避けること。個人の責任が進歩を加速させます。

スライド �: 原則 � - 失敗で自分を定義しない 過去は未来を決めるも
のではありません。失敗を乗り越え、そこに留まらないこと。自己
価値と成果を分けることでレジリエンスが生まれます。 
スライド �: 原則 � - リスクを受け入れる リスクなしでは報酬もなし。成功にはある
程度の失敗が伴います。多くのリスクを取るほど、成功のチャンスも増えます。  

スライド ��: 原則 � - 失敗を乗り越える 迅速に立ち上がることで
前進する。忍耐力が成功者と停滞する者を分ける。「七転び八起
き」— 日本のことわざ  
スライド ��: 失敗指数 (FQ) FQ は失敗し続ける能力を測るものです。高い
FQ = 高いレジリエンスと適応力 生産的に失敗することを実践しましょう。  
スライド ��: 失敗とリーダーシップ 偉大なリーダーは : 失敗から学んだ教訓を共有する 他
者が失敗し成長する安全な場を作る 失敗はイノベーションとチーム学習の一部です。  

スライド ��：失敗を成長に変える 失敗は迅速に、低コスト
で いつも学び、すぐに実行 
スライド ��：前向きに失敗するための � ステップ 拒絶を拒む 責任転嫁しない 失敗を一時
的なものと見る 現実的な期待を設定する 強みを活かす アプローチを変える 立ち直る 

スライド ��：最終メッセージ 「平均的な人と成功する人の違いは、
失敗に対する見方と反応にある。」 — ジョン・C・マクスウェル 学
び続ける 挑戦し続ける 成長し続ける 前向きに失敗する 



� つの習慣 - スティーブン・コヴィー
こちらは、スティーブン・R・コヴィーの名著「� つの習慣」に基づいた詳細な
デッキです。プレゼンテーションやコーチング、学習用としてスライド形式で
構成されています。詳細なデッキ : スティーブン・R・コヴィーによる「� つの習慣」

スライド �: 概要 タイトル : � つの習慣 著者 : スティーブン・R・コ
ヴィー 目的 : 内面的な原則を通じて、個人のキャラクターを築き、
個人間の効果を高めること

スライド �: 成熟の連続体 依存 : 他者に頼る（私を助けてくれま
すか）。 独立 : 自分でできる（私はできる）。 相互依存 : 協力して
より多くを達成する（私たちはできる）。
スライド �: 習慣 � ‒ 主体的であれ 主要原則 : 責任 コンセプト : 自分の
反応を作り出すのは自分自身 ; 主導権を握ること。 焦点 : 影響の輪 vs. 
関心の輪。 実践 : 主体的な言葉を使う（「私はそうする」「私は選ぶ」）。 

スライド �: 習慣 � ‒ 終わりを思い描くことから始める 主要原則 : 
ビジョン コンセプト : 人生の目標を明確に定義する。 ツール : 個
人の使命声明 焦点 : 日々の行動を長期的な目的に合わせる。 
スライド �: 習慣 � ‒ 重要なことを優先する 主要原則 : 優先順位の設定 コンセプト : 緊急
性ではなく、重要性で時間とエネルギーを管理する。 マトリックス : 時間管理マトリッ
クス（緊急 vs. 重要） スキル : 自己規律 ; 気を散らすものに「ノー」と言うこと。 

スライド �: 習慣 �‒� のまとめ（個人的勝利） 習慣 �: あなたが責任を持つ。 習慣 �: あなたに
は方向性がある。 習慣 �: あなたの価値観を優先する。 結果 : 独立と自己制御。 

スライド �: 習慣 � ‒ Win-Win を考える キープリンシプル : 相互利益 コ
ンセプト : 全員に利益がある合意や関係を求める。 基盤 : 豊かさのマイ
ンドセット vs. 欠乏のマインドセット 実践 : 共感 + 勇気 = Win-Win。 

スライド �: 習慣 � ‒ まず理解に努め、その後に理解される キープリンシプ
ル : 共感的コミュニケーション コンセプト : 返答ではなく理解を目的に聞く。 
スキル : 反射的リスニング 感情知能 効果 : 深い信頼と影響を築く。 

スライド �: 習慣 � ‒ シナジーを生む キープリンシプル : 創造的協力 コ
ンセプト : 全体は部分の総和よりも大きい。 必要条件 : 違いを祝う チー
ムワークを重んじる 開かれた対話 結果 : 革新的な解決策。 



スライド ��：習慣 �-� の要約（公共の勝利）習慣 �：相互利益の
ある関係。習慣 �：真の理解。習慣 �：効果的な協力。結果：相
互依存と影響力。 
スライド ��：習慣 � ‒ 鋸を研ぐ重要な原則：再生の概念：�
つの側面で定期的に自分を再生すること：身体的（運動、休息）
精神的（読書、学習）社会的 / 感情的（人間関係、共感）精神
的（瞑想、目的）結果：持続可能な効果。 
スライド ��：ボーナス ‒ � 番目の習慣（コヴィーの続編より）「自分の声を見つけ、他の人が
自分の声を見つけるように鼓舞する」概念：知識労働者の時代における充実感と貢献。 

スライド ��：実施のヒント毎週 � つの習慣から始める。個人の使命
宣言を書きます。反省のために日記をつける。コヴィーの週間計画シ
ステムを使用する。責任共有のパートナーシップを形成する。 

スライド ��：最終要約習慣テーマ成熟度レベル �. 主体的に行動する個人的 

責任独立 �. 終わりを考えて始めるビジョン独立 �. 最初に重要なこ
とを優先する優先順位独立 �. ウィンウィンを考える相互利益依存
�. まず理解することを求める共感依存 �. 
シナジー協力依存 �. ノコギリを研ぐ再生全レベル 

�� の不動のリーダーシップ法則 ‒ ジョン・マックスウェル 

ジョン・マックスウェルの「チームワークの �� の不変の法則」に
基づいたスライドごとの詳細な内訳をご覧ください。JPEG、カル
ーセル、または HTML 形式に変換したい場合はお知らせください。 
スライド �: タイトルスライド タイトル : チームワークの �� の不変の法則 サブタイ
トル : ジョン・C・マックスウェルによる イメージ : チームが一緒に山を登る 

スライド �: 導入内容 ジョン・マクスウェルは、チームワークが夢を実現す
ると強調します。この �� の法則は、勝利するチームを構築するための基本
原則です。リーダーシップ、ビジネス、スポーツ、そして人生に適用可能です。 

スライド �: �. 意義の法則 重要なメッセージ : 一人では偉業を達成するには
小さすぎる人数です。洞察 : 大きな成果にはチームの努力が必要です。 

スライド �: �. 大局の法則 重要なメッセージ : 目標は役割よりも重要です。洞察
: 全員が大きな使命にどのように適合するかを理解する必要があります。 

スライド �: �. ニッチの法則 重要なメッセージ : すべてのメンバーには最も価値を発
揮できる場があります。洞察 : 優れたチームは、強みに合った役割を割り当てます。 



スライド �: �. エベレストの法則 キーメッセージ : 挑戦が激化するにつれて、チームワークの
必要性が高まります。インサイト : 大きなミッションはより強力な協力を必要とします。  

スライド �: �. チェーンの法則 キーメッセージ : チームの強さは最も弱いリンクに影響され
ます。インサイト : 弱点を解決しないと、全体のミッションが危険にさらされます。  

スライド �: �. 触媒の法則 キーメッセージ : 勝利するチームには物事を動かすプレイヤー
がいます。インサイト : 触媒はエネルギー、パフォーマンス、勢いを駆動します。  

スライド �: �. コンパスの法則 キーメッセージ : ビジョンはチームメンバーに方向性と自信を
与えます。インサイト : 共有されたビジョンは全員を一致させ、やる気を高めます。  

スライド ��: �. 悪いリンゴの法則 キーメッセージ : 腐った態度はチームを台無しにします。
インサイト : 一人の否定的なメンバーがチーム文化を毒することがあります。 

スライド ��: �. 信頼性の法則 キーメッセージ : チームメイトはお互い
を信頼できなければならない。 インサイト : 信頼と信頼性は譲れない。

スライド ��: ��. 代償の法則 キーメッセージ : チームは代償を払わなければ
その潜在力に達することができない。 インサイト : 犠牲と献身は不可欠。

スライド ��: ��. スコアボードの法則 キーメッセージ : チームは
自分の位置を知ることで調整が可能になる。 インサイト : 測定と
フィードバックがチームを軌道に乗せる。
スライド ��: ��. ベンチの法則 キーメッセージ : 素晴らしいチームには深み
がある。 インサイト : 成功はスターターだけでなくサポートも重要。

スライド ��: ��. アイデンティティの法則 キーメッセージ : 共有された価値観が
チームを定義する。 インサイト : 文化と統一は共通の原則から生まれる。

 スライド ��: ��. コミュニケーションの法則 キーメッセージ : 交流が行動を促進す
る。 インサイト : 開かれた、正直な、頻繁なコミュニケーションが不可欠です。 

スライド ��: ��. エッジの法則 キーメッセージ : 同じ才能を持つ � つのチームの違いはリーダー
シップです。 インサイト : 強いリーダーシップがチームに勝利のエッジを与えます。 

スライド ��: ��. 高い士気の法則 キーメッセージ : 勝っている時は何も
痛くない。 インサイト : 自信と熱意がパフォーマンスを加速させます。 
スライド ��: ��. 配当の法則 キーメッセージ : チームへの投資は時間とともに複利で増加
します。 インサイト : 長期的な成長は人々への継続的な投資から生まれます。 

スライド ��: 結論と応用 内容 : あなたのチームについて考えてみてください : どの法則が最も改善を必要と
していますか？ 模範を示して、これらの原則を適用し始めましょう。成功はチームスポーツです！ 



違いを作る者 ‒ ジョン・マクスウェル
こちらはジョン・C・マクスウェル著「違いを作る者 : 態度を最大の資産
にする」の詳細なスライド要約です。デッキタイトル : ジョン・マクス
ウェルの違いを作る者 サブタイトル : 態度を最大の資産にする ---  

スライド �: 本の紹介 著者 : ジョン・C・マクスウェル 焦点 : 成功を
決定する態度の力 キーメッセージ : 状況を常に制御できるわけでは
ないが、自分の態度は制御できる。  
スライド �: 何が違いを生むのか ? 「違いを作る者」＝ あなたの態度 才能、教育、
経験は貴重ですが、どこまで行けるかを決めるのは態度です。態度は、挑戦にど
う立ち向かい、他人とどう関わり、成功や失敗をどう処理するかに影響を与える。

スライド �: 五つの態度の障害 �. 落胆 �. 変化 �. 問題 �. 恐れ �. 失
敗 これらの挑戦はすべて、あなたの態度を試し、明らかにします。  
スライド �: 態度と感情 感情は反応であり、態度は選ばれた応答
です。健全な態度は、一時的な感情ではなく、意図的な決断から
生まれます。態度に責任を持つ必要があります。 
スライド �: 態度の変化 自分の現在の態度を振り返る。否定的な反応の引き
金を特定する。ポジティブな自己対話を練習し、励まし合う影響を受ける
環境に身を置く。毎日行動を起こし、あなたの態度を調整し改善する。 

スライド �: 視点の力 態度があなたの視点を形作ります。ポジテ
ィブな視点は逆境の中にチャンスを見つけます。外の状況に関
わらず、内面の世界をコントロールする。 
スライド �: 態度と人間関係 素晴らしい態度を持つ人には人々が引き寄せられます。良
い態度は対立を解決し、信頼を築くのに役立ちます。マックスウェル：「あなたがどれ
だけ知っているかではなく、どれだけ気にかけているかを知るまで、人々は気にしませ
ん。」 

スライド �: 落胆に立ち向かう 原因：期待の不一致、批判、挫折。
戦略：感謝、小さな成功、強力な支援体制。絶望よりも希望を選ぶ。 
 スライド �: 変化を受け入れる 変化は避けられないが、成長するかどうかは選択次第。素晴ら
しい態度があれば、適応し、学び、進化することが可能。コントロールできることに集中しよう。 

 スライド ��: 問題の克服 問題は変装したチャンス。態度が不満から
解決への移行を助ける。鍵 : 反応的ではなく、積極的に行動すること。 
スライド ��: 恐怖を克服する 恐怖は麻痺させるが、態度は力を与える。
少しずつ勇気を育む。恐怖は偽りであり、事実と信念に焦点を当てよう。 



スライド ��: 失敗の見直し 失敗は自分次第で致命的になり得るもの。成長思考
を取り入れ、前進し続けましょう。学び、調整し、進み続けることが大切です。

スライド ��: 態度 + 行動 = 結果 良い態度も行動がなければ潜在能力が無駄
になる。行動は態度に目的と方向性を与えます。継続性が鍵です。

スライド ��: 最終的な結論 態度は選択であり、贈り物ではあり
ません。それはあなたの反応、人間関係、結果を決定します。
態度を最大の資産にし、それが違いを生むのです。

スライド ��: 振り返りと適用 現在の人生、人々、課題に対する
態度はどうですか？今日、態度を改善するために何をしますか？
誰に影響を与え、違いを生み出せますか？
才能だけでは十分ではない - ジョン・マックスウェル

ジョン・C・マクスウェルの『才能だけでは足りない』のための高レベ
ルなプレゼンテーションデッキのアウトラインです。リーダーシップト
レーニングや自己啓発、チームセッションに向けて設計されています。

デッキタイトル：才能だけでは足りない

サブタイトル : 才能を高める選択の鍵を解き放つ
著者 : ジョン・C・マクスウェルの著書に基づく
準備対象 :[ あなたの名前 / 組織 ]

スライド �: はじめに

• 引用 : 「才能は贈り物だが、人格は選択である。」‒ ジョン・マックスウェル 
• このデッキの目的 : 意図的な選択を通じて才能を最大化する方法を探求すること

スライド �: 核心的な前提

• 誰もが才能を持っている 
• 才能だけでは不十分だ 
• 選択が才能を偉大さへと高める



スライド �: 才能を最大化する �� の重要な選択 

# 選択 説明 

� 信念 自信を通じて才能を高める 

� 情熱 才能に活力を与え、燃料を供給する 

� イニシアティブ 才能を活性化する 

� 集中 才能を目的に向けて導く 

� 準備 あなたの才能を成功のために整える 

� 練習 才能を磨く 

� 忍耐 才能を持続させる 

� 勇気 逆境で才能を試す 

� 学びの姿勢 才能を広げる 

�� 人格 才能を守る

�� 人間関係 才能の成長に影響を与える

�� 責任があなたの才能を強化する

�� チームワーク 才能を倍増させる

スライド �: 信念が才能を引き上げる

• 信念は行動の基盤です
• ケース例 : マイケル・ジョーダンの信念と初期の拒絶

スライド �: 情熱が才能を活性化する

• 情熱がモチベーションを維持します
• 情熱のない才能は燃え尽きに繋がります



スライド �: イニシアティブが才能を活性化する

• 行動しなければ才能は眠ったまま 
• 積極的な人が成功をつかむ 

スライド �: 集中が才能を導く

• 気の散ることが才能を薄める 
• レーザーフォーカスが結果を生む 

スライド �‒��: 他の選択肢を続ける

• 各スライドを選択肢に捧げる : 

o 準備 

o 練習 

o 忍耐 

o 勇気 

o 学びの姿勢 

o 人格 

o 人間関係 

o 責任 

o チームワーク 

スライド ��: 選択の力 

• 引用 : 「才能は出発点。選択はゴール。」 
• 考察 : あなたが現在無視している �� の選択のうちどれですか？ 

スライド ��: 学びのフレームワーク 

T.A.L.E.N.T. = 才能 + 態度 + 学習 + 努力 + 育成 + チーム 



• 参加者に行動計画を作成するよう促す

スライド ��: グループ演習（オプション）

• �� の選択肢それぞれを �～� で自己評価してください
• 今月改善する � つの領域を選んでください

スライド ��: 終わりの言葉

「成功は才能の問題ではなく、選択の問題です。」 ‒ ジョン・マックスウェル

ジョン・マックスウェルの「�� の不動のリーダーシップ法則」

こちらはジョン・C・マクスウェルの『�� の不変のリーダーシップ法
則』に基づく詳細なデッキの概要です。  
スライド �: タイトルスライド タイトル : �� の不変のリーダーシップ法則 著者 : 
ジョン・C・マクスウェル テーマ : 時代を超えて通用するリーダーシップの原則  

スライド �: はじめに リーダーシップとは影響力です。それ以上でもそれ以下
でもありません。この �� の法則は誰でも学び、適用できる原則です。  

スライド �: 法則 � ‒ リッドの法則 リーダーシップの能力がその人の効果のレベルを決定し
ます。個人のリーダーシップ能力が低いほど、その可能性のリッドが低くなります。  

スライド �: 影響力の法則 リーダーシップの真の尺度は影響力です。それ以上でもそ
れ以下でもありません。地位がリーダーを作るのではなく、影響力がそれを作ります。  

スライド �: プロセスの法則 リーダーシップは日々発展します。一日で成長
するものではありません。学び、成長し、発展していく生涯の旅です。  

スライド �: 法則 � ‒ 航海の法則 船を操縦することは誰にでもできますが、進路を
決めるのはリーダーです。リーダーは状況を評価し、効果的に計画します。

スライド �: 法則 � ‒ 付加価値の法則 リーダーは他者に奉仕することで価値を
加えます。真のリーダーシップは価値を提供することに焦点を当てています。

スライド �: 法則 � ‒ 堅固な基盤の法則 信頼はリーダーシップの基盤
です。誠実さと正直さは譲れません。
スライド �: 法則 � ‒ 尊敬の法則 人々は自然に自分より強いリーダ
ーに従います。尊敬は人格と能力によって得られるものです。



スライド ��: 法則 � ‒ 直感の法則 リーダーはすべてをリーダーシップの視点
で評価します。直感は優れたリーダーを良いリーダーから区別します。

スライド ��: 法則 � ‒ 引き寄せの法則 あなたがどんな人かは、あなたが引き寄せ
る人を決めます。リーダーは同じ考え方や価値観を持つ人を引き寄せます。

スライド ��: 法則 �� ‒ つながりの法則 リーダーは助けを求める前に
心をつかみます。真のつながりは忠誠心と協力を促進します。
スライド ��: 法則 �� ‒ 内なるサークルの法則 リーダーの可能性は、最も近い人々
によって決まります。影響力と効果を拡大するために強力なチームを作りましょう。

スライド ��: 法則 �� ‒ 権限移譲の法則 安心できるリーダーだけが他者に力
を与えます。他者を支援することでリーダーシップの影響力が倍増します。

スライド ��: 法則 �� ‒ 絵の法則 人々は見たことを行う。リーダーは
他者に期待する行動を自ら示すべきである。
スライド ��: 法則 �� ‒ 購入の法則 人々はビジョンを購入する前にリーダー
に賛同する。メッセージを受け入れる前にメッセンジャーを信頼する。

スライド ��: 法則 �� ‒ 勝利の法則 リーダーはチームを勝利に導く方
法を見つける。勝利へのコミットメントは決意と創造力を刺激する。
スライド ��: 法則 �� ‒ ビッグモーの法則 勢いはリーダーの親友で
ある。勢いは変化を容易にし、成功を拡大する。
スライド ��: 法則 �� ‒ 優先順位の法則 リーダーは活動が必ずしも成果を
意味しないことを理解している。最大の価値を生むものに焦点を当てる。

スライド ��: 法則 �� ‒ 犠牲の法則 リーダーは上に行くために何かを手放さ
なければならない。他者の利益のために個人的な犠牲が成功をもたらす。 

スライド ��: 法則 �� ‒ タイミングの法則 何をするか、どこへ行くかと同じく
らい、いつリードするかが重要。正しい行動と正しいタイミングが成功を導く。 

スライド ��: 法則 �� ‒ 爆発的成長の法則 成長を加えるにはフォロワーをリードし、倍増するに
はリーダーをリードする。他のリーダーを装備し、発展させることで、指数的な影響を与える。 

スライド ��: 法則 �� ‒ レガシーの法則 リーダーの持続的な価値は継承
によって測られる。真のリーダーシップは他のリーダーを後に残す。 

スライド ��: 結論 リーダーシップは旅である。これらの �� 法則を習得する
ことで、影響力を育て、強力なチームを作り、レガシーを残すことができる。 



影響力を高める方法 ‒ ジョン・マックスウェル

ジョン・C・マックスウェルとジム・ドーナンの「影響力を持つ人になる」に基づく詳細なデッキを紹
介します：デッキ：影響力を持つ人になる ジョン・C・マックスウェル＆ジム・ドーナン

スライド �: タイトルスライド タイトル : 影響力を持つ人になる サブタイトル : 他人
の人生に良い影響を与える方法 著者 : ジョン・C・マックスウェル＆ジム・ドーナン

スライド �: 概要 影響力は、成功するリーダーシップ、人間関係、そして自己成長
の鍵です。誰もが影響力を持っています—この本はそれを倫理的かつ効果的に成長
させる方法を示します。注目すべき � つの主要領域：誠実さ、育成、信頼、そして傾聴。

スライド �: 影響力の基盤：誠実さ 誠実さは信頼を築く—それがなければ影響力は
崩れます。人々は信頼できるリーダーを求めています。価値観、言葉、行動に一貫
性を持ちましょう。引用 : 「人々は他人の行動を見て自分の行動を決める。」 

スライド �: 他者を育てる 真心を込めて配慮し、関心を示しましょう。人々はあなたがど
れだけ知識を持っているかよりも、どれだけ心を寄せているかに関心を持ちます。他者の
成長に時間、注意、エネルギーを投資しましょう。重要な特性 : 励まし  

スライド �: 人を信じる 他者が自分自身を信じる前に、あなたが信じましょ
う。影響力は誰かの可能性を見出し、それを本人に気づかせるところから始
まります。最善を期待すれば、しばしばそれを得られるでしょう。 

スライド �: 繋がるための傾聴 傾聴は橋を築き、話すだけでは壁を
作ります。集中した傾聴は尊重を示し、関係を深めます。気を散ら
さず、意味と感情を聴き取ることに専念しましょう。  
スライド �: 人を理解する 共感は影響力を高めます。他人を動機づけたり、苛立たせるもの
を学びましょう。自分の目標ではなく、彼らの目標を達成するために手助けをしましょう。 

スライド �: 人を大きくする メンターシップと成長は重要です。人々に責任とリ
ソースを与えましょう。自分の勝利よりも彼らの勝利を祝福しましょう。マクス
ウェルの法則 : 「リーダーは他者に奉仕することで価値を加えます。」

スライド �: 他者のためにナビゲート 人々が移行や課題を乗り越える手
助けをしましょう。単なる権威ではなく、ガイド役を務めましょう。複
雑さの中で他者が成功するのを助けることで、影響力は増します。 

スライド ��: 地位を超えたつながり 職位によるリーダーシップは最も
低い影響力の形です。真の影響力は関係、尊敬、成果に基づいて構築さ
れます。共有された価値観と共通の目標を通じてつながりましょう。 



スライド ��: 他者の力を引き出す 他者をリーダーとして育てることで影響力は増します。責任を
任せ、指導し、役割を手放しましょう。他者が輝けるように、あなたの役割に自信を持ちましょう。 

スライド ��: 影響力の再生 目指すべき究極の目標は、影響力を持つ人々
に影響を与えることです。次世代のリーダーに投資することで遺産を
築きましょう。影響力は他者を通じて指数的に増加します。 

スライド ��: まとめ ‒ 影響力の階段モデル 誠実さ 他者を育てる 信頼
を持つ よく聞く 理解する 力を引き出す 影響力を再生する 
スライド ��: 最後の考え 誰でも影響力のある人になることができます。それは意図から
始まり、継続的な人格によって成長します。影響力は地位ではなくライフスタイルです。
引用 : 「リーダーシップは影響力です。それ以上でも以下でもありません。」 ‒ ジョン・マ
ックスウェル 

ハイロード・リーダーシップ ‒ ジョン・マックスウェル

ジョン・C・マックスウェルによるハイロード・リーダーシップのデッキ概要を
Facebook 向けに短く、ビジュアル的に構成し、カルーセルや長いキャプション、
画像ベースの投稿として投稿する準備が整っています：ジョン・C・マックスウ
ェルによるハイロード・リーダーシップ 分裂する世界で人々を結びつける  

スライド �: ハイロード・リーダーシップとは？ 他者を優先し、倫理
を重んじ、分裂ではなく統一を促すリーダーシップ。  
スライド �: リーダーシップの � つの道 ローロード ‒ 利己的、操作的、有害 ミドル
ロード ‒ 中立的、受動的、平均的 ハイロード ‒ 倫理的、意図的、変革的  

スライド �: 基本的な原則 誠実さ : 一貫した価値観 謙虚さ : サービスによるリーダ
ーシップ 尊重 : すべての人を大切に 意図性 : 高い道を毎日選びましょう

スライド �: 高い道の実践 他者に価値を加える エゴではなく優雅
に対応する 模範を示す 感情知性を育む
スライド �: なぜ重要なのか 信頼を築く チームを結束させる 永続
的な影響を生む 文化を変革する
スライド �: 最後の考え 「自分が行ったことのない場所に人を導くこ
とはできない。」 高い道を選びましょう。毎日。意図的に。心を込めて。



レベル名 キーワード

� ポジション 権利

� 許可 関係

� 生産 結果

� 人材育成の再現

� 頂点 尊敬

レベル �: ポジション - 権利
スライド �: それは何か

• 人々は従わざるを得ないから従う 
• 職務や役割に基づいて 
• リーダーシップの最下位レベル

スライド �: 長所と短所

%Á 権限を与える
¡ 影響力がほとんどない 

¡ 改善されなければ高い離職率 

スライド �: 成長の方法 

• 仕事をしっかり学ぶ 
• 全ての人を尊重する 
• 肩書きは始まりに過ぎないと受け入れる 

レベル �: 許可 ‒ 人間関係 

スライド �: それとは何か 

• 人々はあなたをフォローしたいからフォローする 
• 信頼と人間関係に基づく 



• 影響力の基盤

スライド �: 重要な行動

• よく聞く 
• 心から気にかける 
• 関係を築き信頼を得る

スライド �: 避けるべき落とし穴

• 動機づけではなく操作 
• ひいき 
• 境界のない感情的な燃え尽き

レベル �：生産 ‒ 結果
スライド ��：それが何であるか

• これまでの実績から人々があなたに従います
• 結果を出し、模範を示します
• 勢いが増します

スライド ��：チームへの影響

• 士気が向上します
• 生産性が高まります
• 信頼性が得られます

スライド ��: 次のステップへ進むために 

• 測定可能な目標を設定する 
• 責任ある文化を築く 
• 勝利を祝う 

レベル �: 人材育成 - 再生産 

スライド ��: その内容 



• 人々は、あなたが彼らのために何をしてきたかに基づいて従います
• あなたは他のリーダーを育成しています

スライド ��: 特徴

• 意図的に他者を指導する
• リーダーシップのパイプライン

を作る
• 委任し、権限を与える

スライド ��: 効果の拡大

• 忠誠心を高める 
• チームを強化する 
• 成長を維持する 

レベル �: 頂点 ‒ 尊敬 

スライド ��: 内容説明 

• 人々があなたをフォローするのは、あなたの人柄と象徴するもののためです 
• 最も希少なレベル 

スライド ��: ピナクルリーダーの特性

• レガシーマインドセット
• 組織を超えた影響力
• レベル � と � で他のリーダーを育成する

スライド ��: 最後の考察と応用

• リーダーシップは生涯の旅
• 振り返り : あなたが各リーダーにおいているレベルはどこか？
• 挑戦 : 次のレベルに進むための成長計画は？



周囲のリーダーを育てる ‒ ジョン・マクスウェル
ジョン・C・マクスウェルの “ 周囲のリーダーを育てる ” の詳細デッキアウ
トラインです。この枠組みは他者を育成し、強力なリーダーシップパイプラ
インを構築し、リーダーシップ文化を倍増させるために設計されています。
詳細デッキ：ジョン・マクスウェルによる周囲のリーダーを育てる

スライド �: タイトルスライド タイトル : 周囲のリーダーを育てる サブタイトル : ジョン・
C・マクスウェルによる ビジュアル : 他者を引き上げるリーダー 引用 : “ 私が学んだ最も
偉大なリーダーシップの原則は、リーダーに最も近い人々がそのリーダーの成功レベル
を決定するということです。”

スライド �: なぜリーダーを育成するのか？ リーダーシップ育成は
以下の鍵となります： 持続的な成長 増加する能力 影響力の拡大 
引用 : “ 人を成長させることで組織を成長させる。”
スライド �: リーダーの最大の成果 リーダーにとっての最大の成果は、単なる
フォロワーではなく他のリーダーを育成することにあります。フォロワーは足
し算、リーダーは掛け算をします。ビジュアル : 数学記号（足し算対掛け算）

スライド �: リーダーの役割 潜在的なリーダーを見極める トレーニ
ング、指導、装備を整える 成長の機会を提供する 力を与え解放する

スライド �: 潜在的なリーダーの特定 マックスウェルの基準（「� つ
の A」）：態度、志、能力、成果、一致 見解 :「潜在能力は訓練できま
せん。すでにあるものを育てることしかできません。」
スライド �: リーダーシップ開発プロセス モデル - 道を示す メンター - 
教え、指導する モニター - フィードバックを提供する モチベート - 成
長を促進する マルチプライ - 他者をリーダー育成に力を与える

スライド �: リーダーシップ文化の創造 成長マインドセット 失敗
を許容する安全な環境 リーダーシップは皆の責任 継続的な学習  

スライド �: リーダーシップ開発の障害 上位リーダーの不安感 置き
換えられる恐れ 短期的な思考 ビジョンの欠如  
スライド �: リーダーを力づける 権限を与える（責任だけではなく） 資源
を提供し信頼する 後ろに下がりリードさせる 彼らの成功を祝う  

スライド ��: 再生の法則 引用 : 「リーダーがリーダーを育てる。」 
他のリーダーを育てるリーダーは組織の未来を変える ビジュアル
: 育てられたリーダーを表す枝のある木  



スライド ��: リーダーシップ開発のリターン 能力の向上 チームの強
化 後継者の準備 士気と革新性の向上
スライド ��: リーダー育成のための実践的行動 リーダーシップ開発プログラムの開始 
新興リーダーにメンターを割り当てる 戦略的に委任する 定期的にリーダーシップレビ
ューを行う リーダーシップに関する書籍とトレーニングを提供する

スライド ��: リーダーシップパイプラインの段階 新興リーダー 成長するリーダー 再生
するリーダー レガシーリーダー 各段階をトレーニングとコーチングに合わせる

スライド ��: ケーススタディまたは実例 任意の項目 : 他のリーダー
を増やした著名なリーダーを取り上げる そのプロセスからの教訓

スライド ��: 重要なポイント リーダーシップ開発は選択肢ではなく、必須です。 正
しい人材に投資しましょう。 あなたの残す遺産は、あなたが育てたリーダーです。 

スライド ��: 振り返りと挑戦 あなたが今日育てているのは誰ですか？ リーダー
シップ成長のためのシステムは整っていますか？ 次のステップは何ですか？ 

ブリンク ‒ マルコム・グラッドウェル 

こちらは、マルコム・グラッドウェルの「ブリンク：考えずに考える力」
に基づく詳細なデッキです。 タイトルスライド ブリンク：考えずに考える
力 マルコム・グラッドウェル スナップ判断と迅速な認識への深い探求 

スライド �: 概要 著者 : マルコム・グラッドウェル 発行年 : ���� ジャンル
: 心理学 / 行動科学 核心的なアイデア : 私たちが瞬時に決断を下す方法と、
その決断がどれほど正確か—あるいは欠陥があるかを探る。

スライド �: 主要な概念 - 薄切り 定義 : 限られた情報に基づいて迅
速に判断する能力。例 : ゴットマンの研究では、数分間のカップ
ルのやりとりを観察して離婚を予測する。含意 : 専門家はしばし
ば少ない情報でより良い結果を出す。
スライド �: 無意識の力 無意識の認知 : 多くの決断は意図的な考えなしに行われ
る。プライミング効果 : 微妙な合図にさらされることが行動に影響を与える。例
: 高齢者に関連する言葉でプライミングされた人々は、その後ゆっくり歩く。

スライド �: 瞬時の認知が失敗する場合 偏見と先入観 : 瞬時の判断は無意識の偏見
を反映することがある。例 : 人種に基づく仮定による警察の銃撃。教訓 : 私たちの
精神的なショートカットへの認識は、誤った決断を避けるために重要です。



スライド �: 経験と専門知識の重要性 : 専門家は繰り返しとフィードバック
を通じてより良い直感を育む。例 : 消防士が実際に床が崩れる前にそれを
感じ取ることができる。訓練 : 質の高い経験により直感は向上する。 

スライド �: 薄切りの暗い側面 ウォーレン・ハーディングの誤り : 外見を
リーダーシップ能力と見誤ること。外見への過度の依存 : 悪い採用や誤っ
た判断を招く。教訓 : 即決は必ずしも正しいとは限らない。  

スライド �: ケーススタディ - ニューコーク 市場調査の失敗 : 盲目の味覚テスト
がブランドの文脈を無視した。即決の欠陥 : 感情的かつ文脈的な体験を見逃す。  

スライド �: ケーススタディ - ポール・エクマンの顔面符号化 微表情 : 
ミリ秒で本当の感情を明らかにできる。薄切りの応用 : 感情を正確に
読み取ることで、法執行やセラピーなどの意思決定を改善する。 

スライド �: 判断力向上のための戦略 偏見を認識する 情報過多
を避ける 直感を信じるが本能は避ける 正確な迅速な判断を促
す条件を整える 
スライド ��: 実践的な応用 ビジネスにおいて : 採用、交渉、マーケ
ティング 法執行において : 迅速な意思決定における偏見の軽減 人間
関係において : 微妙なコミュニケーションのヒントを読み取る 

スライド ��: 『ブリンク』の批判 一般化しすぎ : すべての即決は有益
ではない。 逸話的証拠 : データだけでなく説得力のあるストーリーに
頼る。 主観性 : 「直感を信じろ」というメッセージが誤用される可能性。 

スライド ��: 最終的なポイント 直感を信じるが、試すことも重要。 
即決が正確か破滅的かは文脈次第。 意識と反省が直感を磨く鍵。

「ティッピング・ポイント」—マルコム・グラッドウェル 

タイトル : 「ティッピング・ポイント」—マルコム・グラッドウェ
ル 副題 : 小さなことが大きな違いを生む  
スライド �: 「ティッピング・ポイント」へのイントロダクション 著者 : マルコム・グラッ
ドウェル 発行年 : ���� 要旨 : 適切な時期、場所、人々とともに行われる小さな行動が、
大きな変化をもたらすティッピング・ポイントを生み出すことができる。

スライド �: ティッピング・ポイントとは？ 定義 : 「臨界質量の瞬間、
しきい値、沸点。」 重要性 : アイデア、トレンド、行動がしきい値を
超え、瞬く間に広がるポイント。



スライド �: 流行の � つの法則 少数者の法則 スティッキネスの要因 コ
ンテクストの力  
スライド �: 少数者の法則 特定の人々がアイデアの拡散に重要な役割を果たす : 
コネクター ‒ 多くの人を知り、社会的グループを結ぶ メイヴン ‒ 情報を専門と
し、人助けを好む セールスマン ‒ 説得力があり、交渉力に優れた人々  

スライド �: スティッキネスの要因 定義 : メッセージが人々の心に
「残る」特有の質 例 : 「セサミストリート」や「ブルーズ・クルーズ」

が反復と関与を利用 マーケティングや教育への直接応用  
スライド �: コンテクストの力 人間の行動はその環境に敏感で大きく影
響を受ける 例 : 割れ窓理論（小さな無秩序の兆しがさらなる無秩序を
招く） 環境は行動を肯定的または否定的に変化させる可能性がある  
スライド �: 事例研究 - ハッシュパピー ���� 年代半ばに NYC のトレンドセッターがブランドを採用し
たことで販売が爆発的に増加 ファッションと社会的流行が広がる様子を示しています 

スライド �: 事例研究 - NYC 犯罪減少 ���� 年代初頭に小さな変化（例 : 落書きの除
去、運賃不正の取り締まり）によって犯罪が減少 文脈の力を強化します 

スライド �: ビジネスにおける転換点 新しい商品やサービスの開始 バイラルマーケテ
ィングとインフルエンサー文化 コネクター、メイヴン、セールスマンの特定と活用

スライド ��: 社会における転換点 社会運動（例 : 市民権、気候行動） 
社会的規範を変えるアイデア（例 : リサイクル、リモートワーク） 
スライド ��: 自分の転換点を作り出す スティッキーさを見極める 
適切な人々を活用する 環境や状況を整える モニタリングと適応 — 
転換は予測不能なことが多い 
スライド ��: 重要なポイント 小さな変化が大きな影響を与える 社
会的流行は人々、メッセージ、状況によって影響を受ける 適切な
タイミングでの戦略的行動 = 大きなインパクト 

あなたは今、Man または New Age CEO の知識を持っ
ています。質問がある場合は、 richbonfigli@gmail.com 
にメールするか、�-���-���-���� に電話してください 


